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　教育及び学術の実績に加え、産学連携の優劣が大学の価値を高めるための大きな要
件になっています。産学連携を通じたイノベーションに貢献することで、社会に新たな価
値をもたらしていく役割が、大学に強く求められているためです。
　こうした産学連携を基盤とするイノベーションを実現するには、その前提となる「質の
高い産学連携」、すなわち「企業が本気で取り組む産学連携」を構築しなければなりませ
ん。そこで横浜国立大学は、この度、神奈川県に研究拠点を有する企業等との連携強化
を目的に、全学的シンポジウムを開催することといたしました。
　シンポジウムでは、最初に、大学と企業の“本気の連携”を実現するための「横浜国立大
学の戦略」を説明します。次に、連携の土台となる「横浜国立大学の強み」として、ＩＣＴ、
人工知能、ロボット、そしてイノベーションに取り組む４つの研究拠点の活動を紹介しま
す。その上で、これらの研究拠点が中心となり“本気の産学連携”を構築するための具体
策を提言します。
　本学には、1000名近い留学生がキャンパスで学んでおり、300名前後の外国人研究
者が本学を訪問しています。このような高い国際性も活かして、実践的学術の国際拠点
としての研究発信にも力を入れています。本シンポジウムが、産学連携を通じたグローバ
ルなイノベーションを促進していく場となるよう、多くの皆様のご参加をお待ちしており
ます。

INTRODUCTION

長谷部 勇一
横浜国立大学　学長

〒240-8501　横浜市保土ケ谷区常盤台 79-5  共同研究推進センター棟
横浜国立大学  産学官連携推進部門  産学官連携支援室  TEL.045-339-4381
E-mail : cordec@ynu.ac.jp  URL : http://www.ripo.ynu.ac.jp/

お問い合わせ先

ＹＮＵ研究イノベーション・シンポジウム
の開催に寄せて

DEPARTMENT OF INDUSTRY -UNIVERSITY-
GOVERNMENT COLLABORATION産学官連携推進部門

産学官連携News Letter
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第一部　Society5.0実現に向けた横浜国立大学の提言

 研究推進機構 産学官連携推進部門 部門長  金子 直哉

　これからの೔本が目ࢦすํ޲として、人ʑに๛か͞をもたらす௒スϚート社会、4PDJFUZ��0という
ະདྷϏジョンが͛ܝられています。実ੈքとαイバーۭؒをつな͙「$14ʢαイバーϑΟジΧルシス
ςムζʣ」を࢖ۦすることで、社会に新たな価値を生みग़そうというࢼみです。
　では、実際にͲうすれば๛か͞が生まれるのでしΐうか。ࢲୡ、横浜国立大学は「“企業のϞノ”をαー
Ϗスに׵える」ことにண目しました。*$5ʢ৘ใ通信ˍίϛϡχέーションʣ、人工知能、ロボットを
中֩とする$14を実現することで、͋らΏる“Ϟノ”がαーϏス化͞れ、新たな産業が生まれてくるシφ
ϦΦです。具体的にはʀ

　̍ʣ$14のग़現により、全ての産業ηグϝントで、Ξφログのϓロηスがσジλル化していく。

　̎ʣ��そのため、ࣄ業立஍ʢ୭を૬खにԿをചるかʣがม化し、ࠓまでϞノを࡞っていた会社がαーϏ
ス化͞れる。

　̏ʣ��この݁Ռ、「“企業のϞノ”をαーϏスに׵える」ための新たなϏジωスϞσルがඞ要になってくる。

　つまり、「Ϟノͮくり」を「ίトͮくり」
にมえることで新たなαーϏスを生みग़し、
αーϏスを通じて人ʑに๛か͞をもたらし
ていくシφϦΦが、ະདྷのݤをѲるように
なるのです。
　このシφϦΦをߟえるための場として、
この度、:/6研究イノベーションɾシンポ
ジウムを開催することにいたしました。シ
ンポジウムでは、最初に“本学の強み”とし
て、*$5、人工知能、ロボット、そしてイ
ノベーションに取り組む�つの研究拠点を
紹介します。

　ɾ��*$5ʀ:/6৘ใɾ෺ཧηキϡϦςΟ研究拠点

　ɾ人工知能ʀ:/6人工知能研究拠点

　ɾロボットʀ:/6ロボςΟΫスɾϝΧトロχΫス研究拠点

　ɾイノベーションʀ:/6จཧ連携による社会価値実現ϓロηス研究拠点

　その上で、4PDJFUZ��0実現に޲け、これらの拠点が中心となり“本気の産学連携”を構築していくํ策
をパωルσΟスΧッションにより提ࣔします。

YNU研究イノベーション・シンポジウム 2017

現在の事業立地

サービス化

物理的資産
（アナログプロセス）

デジタル化
生産性向上

ＩＣＴ

ロボット

人工知能

ＣＰＳ

企 業 企 業

新たな事業立地

モノづくり コトづくり

ＣＰＳは社会をどのように変えていくのか

●全ての産業セグメントで、アナログのプロセスがデジタル化していく。

●その結果、事業立地が変化し、今までモノを作っていた会社がサービス化される。

価値創出
・
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第二部　Society5.0実現に向けた“横浜国立大学の強み”

｢  サイバー攻撃等に対する情報・物理セ

キュリティ研究の多面的展開｣

� YNU情報・物理セキュリティ研究拠点　拠点長
 横浜国立大学ç大学Ӄڥ؀情報研究Ӄçڭतç松本　勉 

　

　αイバーܸ߈をはじめとする多様なڴҖを೺Ѳし、
それらにରするϦスΫを؅ཧしてηキϡϦςΟがҡ࣋
͞れる社会を構築することは大きな՝୊です。また、
ηキϡϦςΟにؔわる学術的な୳求をਪ進することも
ॏ要な՝୊です。本ߨԋでは、横浜国立大学におけ
るこれらの՝୊΁の取組みを、「৘ใɾ෺ཧηキϡϦ
ςΟ研究拠点」の活動と੒Ռを౿まえて紹介します。
ಉ拠点では、人ɾϞノɾσーλɾおۚɾιϑトウΣ
ΞɾϋーυウΣΞɾωットϫーΫɾ生活ɾϏジωスɾ
社会に܎るηキϡϦςΟの基ૅからԠ༻にࢸるະղܾ
問୊をಛఆし、ඞ要なٕ術΍ཧ࿦΍࢓組みを提Ҋし、
ղܾをਤっています。ߨԋでは৘ใɾ෺ཧηキϡϦ
ςΟ෼໺の最新のओ要な研究੒Ռとそのల開につき֓
します。また、高度な研究を通じて「ηキϡϦςΟ؍
ղੳ力」の強化を目ࢦした௕ظにわたる教育実践とそ
のޮՌについても紹介します。

「  最近のAI ブームの次に来る人工知能：進化的

機械学習・人工知能の高信頼化と産業応用」

� YNU人工知能研究拠点　拠点長
 横浜国立大学ç大学Ӄڥ؀情報研究Ӄçڭतç長尾 智晴

　

ਂ、はۭ前の人工知能ϒームで͋りࠓ　 ૚学शʢEFFQ�
MFBSOJOHʣなͲの౷ܭ的ػց学शが஫目͞れています
が、これらには「ॲཧ಺༰を人がཧղできない」、「学
शに๲大な਺のσーλがඞ要」等の問୊点が͋りま
す。これにରして、ࢲୡ:/6人工知能研究拠点は、
ଞ大学等の"*ηンλーとはҟなり、ᶃίンϐϡーλの
ॲཧ಺༰を人がཧղできる、ᶄগない学शσーλでも
学शできる、ᶅະ知σーλにରするਫ਼度อূができ
る、ᶆ人のײ性がわかる、ᶇෳࡶな構଄の人工೴が࡞
れる次ੈ୅の人工知能で͋る“進化的ػց学श”の研究
開発と産業Ԡ༻に力を入れています。ߨԋでは、人工
知能の現ঢ়と՝୊、次ੈ୅の"*、:/6人工知能研究
拠点の活動、企業等とのίϥボϨーションの具体ྫな
ͲについてҰൠのํにも෼かりқくղ説します。

｢  機械工学、電気工学の高度な連携・深化

に根ざすYNUロボティクス技術｣

� YNUロボティクス・メカトロニクス研究拠点　拠点長
 横浜国立大学ç大学Ӄ工学研究Ӄçڭतç藤本 康孝 

　

　ϝΧトロχΫスٕ術΍ロボットٕ術は、ߦҝࢧԉ
と࿑ಇ力の提ڙ、高い国際的ڝ૪力、ڥ؀ݥةԼで
の࡞業୅ߦなͲといった؍点から、গࢠ高ྸ化΍࿑
ಇ人ޱのݮগといった社会問୊のղܾにࢿするՊ学
ٕ術として、その発లが޿くظ待͞れています。Ұ
ํで、ඇৗにൣ޿な工学෼໺に立٭した横அ的ྖҬ
で͋るため、ػց工学、ి気工学なͲといった基װ
工学の୯ಠでの発లͩけでなく、それらの高度連携
によるྖҬ全体での発లとਂ化が、ٕ術の高度化に
おいてෆՄܽなものとなります。ロボςΟΫスɾϝ
ΧトロχΫス研究拠点では、ػց工学΍ి気工学な
Ͳҟなる基װ工学に࣠଍をஔく研究者ؒの有ػ的連
携をҰ૚強化し、基盤となる要ૉٕ術研究からシス
ςムとしてのԠ༻研究までにࢸる本෼໺にؔ連する
ԋでߨな಺༰をର৅として活動しています。本ൣ޿
は本拠点の活動のҰ୺を紹介します。

｢  文理連携による大学発イノベーションの実

現への取り組み」

�YNU文理連携による社会価値実現プロセス研究拠点　拠点長
 横浜国立大学ç大学Ӄ国ࡍ社会Պ学研究Ӄçڭतç真鍋 誠司

　

　イノベーションという言༿ɾ֓೦は多ٛ的ですが、
えられていまߟӦ学では「੒Ռをもたらすֵ新」とܦ
す。これは、いわΏる発明ʢインベンションʣ΍発ݟ
とはҟなり、社会にී及することを強ௐするものです。
大学で研究開発͞れているٕ術についても、୯なる実
༻化を௒えて社会的な価値を生み、ී及することが๬
まれています。しかしながら、研究開発੒Ռが社会的
価値にす͙に௚݁することは΄とんͲ͋りません。本
拠点では、ઌ୺的ٕ術の研究者ʢࣗવՊ学ʣと、ओに
イノベーション΍ϚーέςΟングをઐ໳とする研究者
ʢ社会Պ学ʣの૒ํがڠ力して、実際のٕ術が社会的
な価値として実現するϓロηスを研究しています。ま
た、大学発のٕ術ͩけではなく、企業のอ有するίΞ
ٕ術についてもର৅とした産学連携活動も開࢝してい
ます。なお、Ҏ上の活動にはจཧの࿮をӽえて学生の
ؔ༩を促し、学際的ηンスをཆう教育もߦっています。



4 YNU 産学官連携 News Letter  No.9. 2017.10 YNU 産学官連携 News Letter  No.9. 2017.10

産学官連携News Letter 産学官連携推進部門DEPARTMENT OF INDUSTRY -UNIVERSITY-GOVERNMENT COLLABORATION 

情報・物理セキュリティ研究拠点

拠点長 環境情報研究院教授 松本　勉

　:/6「৘ใɾ෺ཧηキϡϦςΟ研究拠点」は、「৘ใɾ෺ཧηキϡϦςΟ」෼໺におけるະղܾ問
୊のಛఆとղܾを目ࢦし学術໘で貢献するとともに、社会΁の実ల開を޲ࢤする研究実践グルーϓ
です。本拠点がベースとなり国際連携と産学連携を実ࢪするઌ୺Պ学高等研究Ӄʢ*"4�:/6ʣの「৘
ใɾ෺ཧηキϡϦςΟ研究Ϣχット」が活動しています。͞らに、本拠点では高度な研究を通じたη
キϡϦςΟղੳ力ʢର৅のηキϡϦςΟの本質をݟൈくηンスʣを強化するための教育ํ๏࿦の開発
もซせて実践しています。
くೝ知͞れていますが、現実の問୊΍ٕ޿೔、「৘ใηキϡϦςΟ」という֓೦とそのॏ要性はࠓ　
術を߹ཧ的にଊえるには、ηキϡϦςΟの࿦ཧ的ଆ໘に目を޲けるͩけではなく、࿦ཧをࢧえる෺ཧ
໘をも૯߹的にとらえることがඞ要で͋るとߟえ、「৘ใηキϡϦςΟ」෼໺を෦෼としてؚむより޿い෼໺をදすために
「৘ใɾ෺ཧηキϡϦςΟ」という෼໺名を࠾༻しています。このためඞવ的に、組ࠐみと൚༻、*P5
�αイバーϑΟジΧ
ルシスςムといったキーϫーυでࣔ͞れる෼໺をแؚしています。
　αイバーܸ߈等΍ిࢠ化ɾ৘ใ化にىҼする多様なϦスΫをܰݮし、ηキϡϦςΟがҡ࣋͞れた࣋ଓՄ能な社会を構
築することは大きな՝୊です。本拠点では、৘ใの࿦ཧ的ଆ໘と෺ཧ的ଆ໘΍、人のߟࢥɾߦ動をも૯߹的にߟえ、
人ɾϞノɾσーλɾおۚɾιϑトウΣΞɾϋーυウΣΞɾωットϫーΫɾ生活ɾϏジωスɾ社会に܎るηキϡϦςΟの基ૅか
らԠ༻までのະղܾ問୊を研究ର৅としています。ಛに、ࢉܭϦιースの੍໿、ϦΞルλイム性のχーζ、ϢーβϏϦ
ςΟとの૬൓なͲにより、ै དྷはηキϡϦςΟٕ術をಋ入できなかったݫしいڥ؀においてもར༻Մ能となるηキϡϦςΟ
ٕ術をߟҊするというॏ要な՝୊に取り組んでいます。͞らに、ηキϡϦςΟのධ価にؔし高いೲಘ性がಘられるとい
うҙຯで信པできるηキϡϦςΟٕ術のํ๏࿦の開୓に取り組んでいます。具体的には、ҎԼのαϒςーϚ܈につきトッ
ϓϨベルの研究を実ࢪしています。

　˔�インϑϥストϥΫνャ޲け組ࠐみηキϡϦςΟٕ術のֵ新ɿΫϥウυܕ৘ใॲཧをࢧえる高ػ能҉߸実૷ٕ術、ࣗ動
ंの಺෦ωットϫーΫηキϡϦςΟと外෦通信ηキϡϦςΟを強化するٕ術、ܭଌηキϡϦςΟٕ術、αイバーςロର
策、等の研究とその教育ํ๏࿦開発

　 �̝ιϑトウΣΞɾωットϫーΫηキϡϦςΟٕ術のֵ新ɿඪ的ܕαイバーܸ߈のૣݕظ知、動޲೺Ѳ、ܸ߈ίーυɾϚル
ウΣΞのղੳ、信པできるωットϫーΫରԠιϑトウΣΞシスςム、ػ能のෆ౰なվม΍ൿີσーλのෆ౰なಡग़し
に強いιϑトウΣΞʢ଱λンパーιϑトウΣΞʣ
の࡞੒ٕ術、等の研究とその教育ํ๏࿦開
発

　˔�҉߸ཧ࿦のֵ新ɿ৘ใཧ࿦的ηキϡϦςΟを
有する҉߸、高ػ能҉߸、ηキϡΞな߹੒が
อূ͞れる҉߸ϓロトίルઃܭ࿦、等の研究
とその教育ํ๏࿦開発

　˔�୺຤ɾϋーυウΣΞɾ人のηキϡϦςΟٕ術の
ֵ新ɿMP5をࢧえるϋーυウΣΞηキϡϦςΟ
ٕ術ɾσバイスの଱λンパー性ɾ଱Ϋローン
性強化、φノ人工෺ϝトϦΫス、バイΦϝトϦ
ΫスηキϡϦςΟධ価、等の研究とその教育
ํ๏࿦開発

　˔�ະ知ઌ୺՝୊の୳求ɿະ知のॏ要ηキϡϦ
ςΟ՝୊܈の発۷と研究実ࢪ

˙拠点トッϓϖージ��IUUQ���JQTS�ZOV�BD�KQ�JOEFY�IUNM

໊  ࢯ ॴଐ෦ہ・෦໳෼໺・৬໊ 現ࡏͷઐ໳ ໾ׂ෼୲・ۙ࠷ͷトϐοクス
দຊ 　ษ 大学Ӄڥ؀৘ใ研究Ӄɾ社会ڥ؀と৘ใ෦໳ɾ教त ৘ใ学 組ࠐみιϑトウΣΞɾϋーυウΣΞٕ術ɼ人工෺ɾバイΦϝトϦΫスをベースとする研究および全体౷ׅ

࢘ॱ ํ࢛ 大学Ӄڥ؀৘ใ研究Ӄɾ社会ڥ؀と৘ใ෦໳ɾ教त ৘ใ学 ҉߸ཧ࿦ɼ৘ใཧ࿦ɼཧ࿦ػࢉܭՊ学ɼࢉܭ਺࿦をベースとする研究

٢Ԭ ࠀ੒ 大学Ӄڥ؀৘ใ研究Ӄɾ社会ڥ؀と৘ใ෦໳ɾ।教त ৘ใ学 αイバーηキϡϦςΟɼ৘ใシスςムηキϡϦςΟɼϚルウΣΞର策をベースとする研究
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人工知能研究拠点

拠点長 環境情報研究院教授 長尾 智晴

　この度:/6研究拠点として新たに「人工知能」研究拠点が発଍し、活動を開࢝しました。
P5΍*OEVTUSJF���0なͲとؔ連してϏッグσーλのղੳ΍ར活༻、知能化ٕ術のར*、ࠓࡢ
༻、"*による企業の戦略ܗ੒なͲ、人工知能にؔわる企業からの૬ஊがຖिのようにࢲの
とこΖにདྷています。また、多くの企業が"*΍σーλαイΤンスがわかる人ࡐを求めてい
ます。このような社会ঢ়گをؑみて、人工知能の研究開発と産׭学連携活動のਪ進、ੈք
的な研究拠点のܗ੒なͲを目的として౰拠点が࡞られました。౰拠点はڥ؀৘ใ研究Ӄの
৘ใܥの教һを中心にして、ॴଐ෦ہにؔ܎なく人工知能ٕ術にڵຯが͋る教һが参加し
ており、ࠓ後͞らにϝンバーを֦ॆする༧ఆです。"*に基ͮくイノベーションをਪ進する
ためにはཧܥ教һͩけではෆे෼で͋り、จܥ教һのํʑのごڠ力がෆՄܽです。౰拠点はจཧ༥߹の研究
拠点なのです。ػ、ࠓࡢց学शのख๏として%FFQ�-FBSOJOHʢਂ૚学शʣにա度の஫目がूまっていますが、
ਂ૚学शには、構築͞れたॲཧの಺༰がཧղしͮらい、学शに๲大なσーλがඞ要で͋る、ௐ੔がࠔ೉で͋
る、なͲの՝୊が多く、ܾしてΦールϚイςΟなख๏では͋りません。このため企業でར༻する際も問୊が
多いのが現ঢ়です。౰拠点はਂ૚
学शͩけにཔっているようなଞ
大学ɾ 企業等の研究ؔػとはҟ
なり、現ࡏのਂ૚学शϒームの次
にདྷる、 次ੈ୅の人工知能の開
発をߦっています。具体的には、
ց学श΍ղ๏そのものを進化ػ
的にࣗ動構築する進化的ػց学
श、ॲཧのݟえる化、説明Մ能で
҆心してར༻できる"*、ػց学श
のਫ਼度อূ、企業における人工知
能ٕ術の活༻とその社会実૷な
Ͳです。ͩからこそ、౰拠点でな
ければ実現できないことが多く、
企業からのҾき߹いがඇৗに多
いのです。ࠓ後の౰拠点の活動
にご஫目௖けると޾いです。

໊  ࢯ ॴଐ෦ہ・෦໳෼໺・৬໊ 現ࡏͷઐ໳・学Ґ ໾ׂ෼୲౳
長ඌ ஐ੖ と৘ใ෦໳ɾ教तڥ৘ใ研究Ӄɾ社会؀ڥ؀ 知能৘ใ学ɾ工学ത࢜ 拠点ӡӦɼػց学शɼը૾ॲཧɼ進化ࢉܭ๏
�進化ܕχϡーϥルωット΄か

ాଜ ௚ྑ と৘ใ෦໳ɾ教तڥ৘ใ研究Ӄɾ社会؀ڥ؀ ࣗવ言ޠॲཧɾ工学ത࢜ จ຺ղੳɼจষཧղɼ࡞จ΍෺ޠจষのղੳ

৿　 ୢଇ と৘ใ෦໳ɾ教तڥ৘ใ研究Ӄɾ社会؀ڥ؀ ࣗવ言ޠॲཧɾ工学ത࢜ ৘ใࡧݕɼ৘ใநग़ɼ言ޠ৘ใॲཧ

Ԭౢ ࠀయ と৘ใ෦໳ɾ教तڥ৘ใ研究Ӄɾ社会؀ڥ؀ 知֮৘ใॲཧɾ工学ത࢜ 性৘ใॲཧ΄かײ知֮ɼ৭֮ɼ֮ײ

҆ຊ խయ と৘ใ෦໳ɾ教तڥ৘ใ研究Ӄɾ社会؀ڥ؀ ࢜Ӧ学�社会学ɾ社会学मܦ 国際ϏジωスղੳとイノベーションɼΦーϓン化ɼシスςムઃܭ΄か

෋Ҫ ঘࢤ と৘ใ෦໳ɾ।教तڥ৘ใ研究Ӄɾ社会؀ڥ؀ σーλ工学ɾത࢜ʢ工学ʣ Ϗッグσーλ؅ཧɼσーλベースઃܭ

നੴ ढ़඙ と৘ใ෦໳ɾ।教तڥ৘ใ研究Ӄɾ人工؀ڥ؀ 工学ʣ	࢜ɾതޚց力学�੍ػ χϡーϥルωットϫーΫɼඇઢܗ現৅࿦ɼৼ動੍ޚɼػցのインςϦジΣント化

ന઒ ਅ一 ࢣߨと৘ใ෦໳ɾڥ৘ใ研究Ӄɾ社会؀ڥ؀ 知能৘ใॲཧɾത࢜	工学ʣ 進化ࢉܭɼػց学शɼը૾ॲཧɼը૾ೝࣝ

্ా ७໵ と৘ใ෦໳ɾ研究һڥ৘ใ研究Ӄɾ社会؀ڥ؀ 工学ʣ	࢜性৘ใॲཧɾमײ インλーωットαーϏスɼػց学शɼ"3ɼײ性৘ใॲཧ΄か

ᖛ্ 知थ 工学研究Ӄɾ知的構଄の૑੒෦໳ɾ教त 知能シスςムɾത࢜ʢ工学ʣ ց学शɼシスςム৘ใॲཧػ

ౡ　 ܓհ 工学研究Ӄɾ知的構଄の૑੒෦໳ɾ।教त 生体ҩ工学ɾത࢜ʢ工学ʣ パλーンೝࣝɼ֬཰χϡーϥルωットɼ生体信߸ղੳɼҩྍ෱ࢧࢱԉシスςム

ᖛ௡ 文࠸ 工学研究Ӄɾ知的構଄の૑੒෦໳ɾॿ教 知的ܭଌɾത࢜	工学ʣ 最ద化ɼը૾ॲཧɼ知的ܭଌ

தా խ໵ 工学研究Ӄɾ知的構଄の૑੒෦໳ɾॿ教 進化ࢉܭɾത࢜	工学ʣ 進化的最ద化ɼ進化的ػց学शɼσーλϚイχング



6 YNU 産学官連携 News Letter  No.9. 2017.10 YNU 産学官連携 News Letter  No.9. 2017.10

産学官連携News Letter 産学官連携推進部門DEPARTMENT OF INDUSTRY -UNIVERSITY-GOVERNMENT COLLABORATION 

ロボティクス・メカトロニクス研究拠点

拠点長 工学研究院教授 藤本 康孝

　ϝΧトロχΫスٕ術΍ロボットٕ術は、ߦҝࢧԉと࿑ಇ力の提ڙ、本๜国際的ڝ૪力の
待͞れているٕ術෼໺です。とظめてۃ、点から؍なͲのߦ業୅࡞Լでのڥ؀ݥة、上޲
こΖでこれは、ඇৗに෯޿い工学෼໺にわたる横அ的なٕ術です。ػց工学、ి気工学な
Ͳのݸʑのٕ術の発లͩけではなく、それらが高度に連携して、全体として発లɾਂ化し
てΏくことがෆՄܽとなっています。
　本学には、ػց工学、ి気工学なͲҟなったٕ術෼໺のϝΧトロχΫスɾロボットٕ術
研究者が਺多くࡏ੶しています。すでにݸʑ人で国際的に高いϨベルで研究教育活動を
っているとこΖですが、本研究拠点活動により、研究者ؒ΍産業ք等との連携をよりҰ૚強化し、この෼ߦ
໺での本学の国際的ڝ૪力の޲上と、最ઌ୺ٕ術の産業ք΁のී及による社会貢献をめ͟しています。
　本拠点の活動は、Լهの通り、基盤となる要ૉٕ術研究から、シスςムとしてのԠ༻研究まで、この෼໺
にؔ連する෯޿い಺༰をର৅としています。
　ᶃϞーションίントロールʢシスςムのӡ動੍ٕޚ術ʣ
　ᶄϞーションϓϥンχングʢシスςムのӡ動ܭըٕ術ʣ
　ᶅΞΫνϡΤーλʢి気ػ�ցΤωルΪーมٕ׵術、ΞΫνϡΤーションٕ術ʣ
　ᶆ��パϫーΤϨΫトロχΫスʢి気ΤωルΪーのมٕ׵術ʣ
　ᶇηンαʢηンシングٕ術、信߸ॲཧٕ術ʣ�
　ᶈ��シスςムインςグϨーションʢྫえば工ػ࡞ց、
産業༻ϚχϐϡϨーλ、ख術ࢧԉロボット、ೋ
଍าߦロボット、インςϦジΣントंҜࢠ、ి
気ࣗ動ं、ి 気మಓ、ϚンɾϚシンインλーϑΣ
イスなͲ、シスςムとしての౷߹ɾԠ༻ٕ術ʣ

　また本拠点の活動として、研究活動に加えてその
੒Ռの教育΁のؐݩもߦっています。ཧ工学෦の֤
学Պ΍工学෎の֤ίースでの教育をର৅にするͩܥ
けでなく、「ロボςΟΫスϝΧトロχΫス෭ઐ߈ϓロ
グϥム」での教育にも本研究੒Ռを൓ө͞せていま
す。これにより、本෼໺における学際的なࢹ໺を有
する次ੈ୅の人ࡐ育੒にも౒めています。
　63-�IUUQ���XXX�GVKJMBC�EOK�ZOV�BD�KQ�3$3.�
JOEFY�IUNM

ņ໊ࢯ ॴଐ෦ہ・෦໳෼໺・৬໊ 現ࡏͷઐ໳ ໾ׂ෼୲・ۙ࠷ͷトϐοクス

౻ຊç޹߁ 工学研究Ӄɾ知的構଄の૑生෦໳ɾ教त ి気ثػ学 ౷ׅɾΞΫνϡΤーション研究

Տଜçಞஉ 工学研究Ӄɾ知的構଄の૑生෦໳ɾ教त ి気工学 パϫーΤϨΫトロχΫス研究

ᖛ্ç知थ 工学研究Ӄɾ知的構଄の૑生෦໳ɾ教त ৘ใ工学 ࣗ཯෼ࢄシスςム研究

લాç༤հ 工学研究Ӄɾシスςムの૑生෦໳ɾ।教त ロボット工学 ロボットϚχϐϡϨーション研究

ᔹ࿬ç大ւ 工学研究Ӄɾシスςムの૑生෦໳ɾ।教त ਫ਼ີ工学 ϚイΫロロボット研究

Լ໺ç੣௨ 工学研究Ӄɾ知的構଄の૑生෦໳ɾ।教त 工学ޚ੍ Ϟーションίントロール研究

Ճ౻ç　ཾ 工学研究Ӄɾシスςムの૑生෦໳ɾ।教त 知能ػց学 αイバーロボςΟΫス研究

ਿ಺ç　ഹ 工学研究Ӄɾシスςムの૑生෦໳ɾࢣߨ ロボット工学 ロボットϋンυ研究

ロボティクス・メカトロニクス研究拠点 
(Robotics and Mechatronics Research Center: RMRC) 

①モーションコントロール 

③アクチュエータ ④パワーエレクトロニクス 

⑤センサ 

⑥システムインテグレーション 

工学研究院・知的構造の創生部門 
（数物・電子情報系学科） 

・藤本康孝（教授） 
・河村篤男（教授） 
・濱上知樹（教授） 

  ・下野誠通（准教授） 

工学研究院・システムの創生部門 
（機械工学・材料系学科） 

・前田雄介（准教授） 
・渕脇大海（准教授） 

                   ・加藤 龍（准教授） 
                   ・杉内 肇（講師） 

②モーションプランニング 
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文理連携による社会価値実現プロセス研究拠点
拠点長 国際社会科学研究院教授 真鍋 誠司

　本拠点の研究目的は、「社会Պ学研究者とࣗવՊ学研究者がڠ力して、社会価値を実現す
るイノベーションのμイφϛζムを研究すること」です。
　大学ɾ企業の研究ॴɾެ的研究ؔػ、及びそれらの連携によって、多くの優れたઌ୺的
なٕ術が生まれています。しかし、優れたٕ術で͋ることは、社会に޿くී及ɾਁಁする
ことのे෼৚件では͋りません。社会的にී及するためには、જࡏ的Ϣーβー΁のചりࠐ
み、ࡏݦ化したϢーβーとのؔ܎性構築、ٕ 術のϑΥローΞッϓʢΞϑλーαーϏスʣ体੍、
ಛڐの؅ཧ、国಺外ඪ४化΁の取り組みといった、ٕ術の研究開発そのものҎ外のϚωジ
ϝントがඞ要になります。
　本研究拠点では、Ҏ上のような֯ࢹに立٭し、ܦӦ学を中心とする社会Պ学者と、実際にٕ術を開発して
いるࣗવՊ学研究者がҰ体となって、大学で研究開発͞れているٕ術の社会΁のී及μイφϛζムを明らか
にしていきます。
　具体的には、「࣏ࣗݾ༊ࡐྉイノベーションがະདྷ社会に༩えるӨڹの෼ੳ」ʢ工学研究Ӄº国際社会Պ学
研究Ӄʣ、「น໘྘化のར༻者બ޷ධ価」ʢ౎ࢢイノベーション研究Ӄº国際社会Պ学研究Ӄʣ等のڞಉ研究
活動が࢝まっています。その੒ՌのҰ෦については、国಺外の会ٞ΍学会で発දもߦいました。
　また、「研究と教育はҰ体で͋る」
というߟえํに立ち、จཧで連携した
学生΁の教育活動にも力を入れてい
ます。ྫえば、「ロボットΞームでϛ
Ϋロなֆをඳく3%ϓϦンλーのలࣔ
ʢ.BLFS�'BJSF�5PLZPʣ」ʢ工学෎ºܦӦ
学෦ʣ、「ઌ୺ҩྍٕ術を༻いたϏジω
スϓϥンのߟҊ」ʢ工学෎ºܦӦ学෦ʣ
等が͋ります。จཧのڥքをӽえた学
生と研究者ಉ࢜のަྲྀから、૬ޓのྖ
Ҭにؔする�ਂ い学びと知ࣝの૑଄に取
り組んでいます。

໊  ࢯ ॴଐ෦ہ・෦໳෼໺・৬໊ 現ࡏͷઐ໳・学Ґ ໾ׂ෼୲౳
ਅು ੣࢘ 国際社会Պ学研究Ӄɾ国際社会Պ学෦໳ɾ教त ٕ術ܦӦ࿦ɾത࢜ʢܦӦ学ʣ 研究౷ׅɼΦーϓンɾイノベーション࿦の活༻ɼΞΫションɾϦαーνのਪ進

௽ݟ ༟೭ 国際社会Պ学研究Ӄɾ国際社会Պ学෦໳ɾ।教त ϚーέςΟング࿦ɾത࢜ʢ社会学ʣ ٕ術価値ଌఆとϏッグɾσーλ෼ੳɼϚーέςΟングख๏のԠ༻

大প խ໵ 国際社会Պ学研究Ӄɾ国際社会Պ学෦໳ɾ।教त イノベーション࿦ɾത࢜ʢ঎学ʣ ٕ術ී及࿦のԠ༻ɼイノベーションのϝΧχζムղऍ

ϔϥー・μニΤϧ 国際社会Պ学研究Ӄɾ国際社会Պ学෦໳ɾ教त ものͮくりܦӦ࿦ɾത࢜ʢࡁܦ学ʣ 国際的ڞಉ研究�連携のਪ進ɼものͮくり価値のղऍ

҆ຊ խయ と৘ใ෦໳ɾ教तڥ৘ใ研究Ӄɾ社会؀ڥ؀ ੡඼開発؅ཧɾम࢜ʢ社会学ʣ 国際ඪ४化活動のਪ進ɼ研究者のωットϫーΫ෼ੳ

தඌ　 ߤ 工学研究Ӄɾシスςムの૑生෦໳ɾ教त ʢ工学ʣ࢜ྉ工学ɾതࡐ ༺の活ݟ�෼ੳ�ղऍと知ڙྉ研究にؔするσーλの提ࡐ༊࣏ݾࣗ

ؙඌ তೋ 工学研究Ӄɾシスςムの૑生෦໳ɾ教त 3̙ϓϦンςΟングɾത࢜ʢ工学ʣ ϚイΫロޫ଄ܗ๏にؔするσーλの提ڙ�෼ੳ�ղऍと知ݟの活༻

෱ా ३ೋ 工学研究Ӄɾػ能の૑生෦໳ɾ।教त 生෺工学ɾത࢜ʢ工学ʣ ໟ൅࠶生ҩྍٕ術にؔするσーλの提ڙ�෼ੳ�ղऍと知ݟの活༻

٢Ԭ ࠀ੒ と৘ใ෦໳ɾ।教तڥ৘ใ研究Ӄɾ社会؀ڥ؀ ৘ใシスςムηキϡϦςΟɾത࢜ʢ工学ʣ ৘ใηキϡϦςΟٕ術にؔするσーλの提ڙ�෼ੳ�ղऍと知ݟの活༻

ඌ࡚ ৳ޗ 工学研究Ӄɾシスςムの૑生෦໳ɾ।教त ʢ工学ʣ࢜ྉ力学ɾതࡐ ༺の活ݟ�ղऍと知ڙ現৅の実践的ϞσϦングにؔするσーλの提ࡲɾ઀৮ɾຎܗ体のมݻ

ୋඌ ঵య 工学研究Ӄɾシスςムの૑生෦໳ɾ।教त ʢ工学ʣ࢜Ӊ஦工学ɾതۭߤ Ӊ஦開発におけるスϥスλٕ術にؔするσーλの提ڙ�ղऍと知ݟの活༻

ౡ　 ܓհ 工学研究Ӄɾ知的構଄の૑生෦໳ɾ।教त 生体ҩ工学ɾത࢜ʢ工学ʣ 知能ロボットٕ術にؔするσーλの提ڙ�ղऍと知ݟの活༻

ᴡ౻ ޹༞ 研究ਪ進ػ構ɾಛ೚教һʢ।教तʣ ҆全อো࿦ɾത࢜ʢ国際੓ࡁܦ࣏学ʣ ٕ術価値σーλのऩू�෼ੳɼ社会とՊ学ٕ術のؔ܎性ղऍ

໼ਧ ໋大 研究ਪ進ػ構ɾಛ೚教һʢ।教तʣ Պ学ٕ術੓策࿦ɾम࢜ʢ国際੓ࡁܦ࣏学ʣ ٕ術価値σーλのऩू�෼ੳɼՊ学ٕ術੓策のӨڹ෼ੳ



8 YNU 産学官連携 News Letter  No.9. 2017.10 YNU 産学官連携 News Letter  No.9. 2017.10

産学官連携News Letter 産学官連携推進部門DEPARTMENT OF INDUSTRY -UNIVERSITY-GOVERNMENT COLLABORATION 

YNU研究拠点一覧

拠点໊ 拠点長ʢॴଐʣ 研究಺༰

จཧ連携による社会価値実現ϓロηス
研究拠点 ਅು　੣࢘ʢ国際社会Պ学研究Ӄʣ 社会価値を実現するイノベーションɾμイφϛ

ζムの研究

人工知能研究拠点 ௕ඌ　ஐ੖ʢڥ؀৘ใ研究Ӄʣ 人工知能ʢ"*ʣの基ૅཧ࿦ɾख๏ɾシスςムɾ
産業Ԡ༻

グϦーンϚςϦΞルイノベーション
研究拠点ʢ̢̜Ｉ研究拠点ʣ ʢ工学研究Ӄʣߒ޷　ాۼ 社会ٕ術イノベーションのためのࡐྉٕ術研究

のਪ進ʵ:/6�研究教育૯߹連携ํࣜの開発ʵ
௒3%଄ٕܗ術ϓϥットϑΥーム研究
拠点 ؙඌ　তೋʢ工学研究Ӄʣ ௒3%଄ٕܗ術ϓϥットϑΥームの開発と高෇加

価値੡඼の૑ग़

Φーϓン化戦略研究拠点 ҆本　խయʢڥ؀৘ใ研究Ӄʣ Φーϓン化にؔわる੓策ɾ戦略についてのཧ࿦�
実践αイΫルの構築

新国際開発研究の研究拠点 ༄　　ְलʢ国際社会Պ学研究Ӄʣ 学際的な国際開発研究ʵྺ࢙的ɾ構଄的ɾෳ؟
的なΞϓローνʵ

シャウϓɾίϨΫションを活༻した
੫ࡒ੓にؔする国際的研究拠点 দӬ　༑有ʢ国際社会Պ学研究Ӄʣ シャウϓɾίϨΫションを活༻した੫ࡒ੓にؔ

する国際的研究
Ϣωスί人ؒと生෺ݍʢ."#ʣܭը
を活༻した஍Ҭڥ؀知૑生研究拠点 দా　༟೭ʢڥ؀৘ใ研究Ӄʣ Ϣωスί人ؒと生෺ݍʢ."#ʣܭըを活༻した

஍Ҭڥ؀知૑生の研究
社会ɾࣗવՊ学ʢจཧʣ༥߹による
新ҩྍシスςム研究の୎ӽ拠点

Տ໺　ོೋʢ��ະདྷ৘ใ通信ҩྍ社
会基盤ηンλーʣ ҩྍ問୊の๏的ɾՊ学的ର策の研究

よこはま高度実૷ٕ術研究拠点 Ӌਂ　　等ʢ工学研究Ӄʣ ΤϨΫトロχΫス高度実૷ٕ術研究開発

性೴৘ใՊ学研究拠点ײ Ԭౢ　ࠀయʢڥ؀৘ใ研究Ӄʣ 性৘ใ学に基ͮײ動のఆྔ化とߦɾࢤɾҙߟࢥ
くϚーέςΟングɾࡁܦ෼ੳ

ւ༸ڥ؀อ全のためのધഫؔ連ٕ術
研究拠点 Ҫ　　੣ʢ工学研究Ӄʣߥ バϥストϑϦーધの研究開発

Ӊ஦ڥ؀ར༻Պ学研究拠点 খྛ　ݑਖ਼ʢ工学研究Ӄʣ
Ӊ஦ڥ؀をར༻した෺質Պ学および生໋Պ学の
研究実ࢪに޲けたݕ౼ɾ४උ実ݧをߦう。またɼ
Ӊ஦実ݧによってಘられたࢼྉの෼ੳをߦう。

ޫφノܭଌ研究拠点 ෢ా　　३ʢ工学研究Ӄʣ ௒高ײ度ޫφノܭଌシスςムの開発

ઌ୺௒఻ಋࡐྉɾσバイス研究拠点 ٢川　信ߦʢ工学研究Ӄʣ 新ن௒఻ಋࡐྉɾσバイスにؔする研究とԠ༻
΁のల開

φノ෺性෺ཧとバイΦの༥߹研究拠点 Ұ༄　優ࢠʢ工学研究Ӄʣ φノਫ਼度生体෼ࢠイϝージングを目ࢦした࣓性
ඍཻࢠのಛ性研究

ロボςΟΫスɾϝΧトロχΫス研究
拠点 ౻本　޹߁ʢ工学研究Ӄʣ ロボςΟΫスɾϝΧトロχΫス最ઌ୺ٕ術の開

発研究

ࣗવ֐ࡂϛνήーション研究拠点 উ஍　　߂ʢ���౎ࢢイノベーション
研究Ӄʣ

ϋーυとιϑトの連携を౿まえた社会基盤シス
ςム๷ٕࡂ術とそのӡ༻

จཧ༥߹による๷ࡂɾ෮ڵ૯߹研究
拠点

イノベーションࢢʢ��౎ߊ　　࠽ా
研究Ӄʣ

౦೔本大਒ࡂのݧܦを౿まえたグローバルなࢹ
໺による૯߹研究

஍ڥ؀ٿରԠܕのະདྷ౎ࢢσβイン
研究拠点

イノベーションࢢʢ��౎૱　ݪ土ࠤ
研究Ӄʣ

஍ڥ؀ٿରԠܕະདྷ౎ࢢの૯߹的ܭըɾσβイ
ンख๏とࢧԉπールの開発

高次生໋৘ใに基ͮいたٕڥ؀術૑
੡の研究拠点 ฏ௩　࿨೭ʢڥ؀৘ใ研究Ӄʣ 次ੈ୅ܕ২෺活性化ࡎの୳ࡧɾ૑生にؔする研究

Ґ૬زԿ学的グϥϑཧ࿦研究拠点 ࠜ上　生໵ʢڥ؀৘ใ研究Ӄʣ Ґ૬زԿ学的グϥϑཧ࿦にؔする૯߹的研究

৘ใɾ෺ཧηキϡϦςΟ研究拠点 দ本　　ษʢڥ؀৘ใ研究Ӄʣ αイバーܸ߈等にର߅する৘ใɾ෺ཧηキϡϦ
ςΟのະղܾ問୊΁の௅戦

ઌ進ηϥϛッΫス૑଄研究拠点 多ʑݟ७Ұʢڥ؀৘ใ研究Ӄʣ ઌ進ηϥϛッΫスの高信པ性化とػ能多ॏ化ϓ
ロηッシング

ΞジΞࡁܦ社会౷ܭ研究拠点 ਗ਼ོʢ国際社会Պ学研究Ӄʣ　౻ࠤ ΞジΞࡁܦ社会研究の国際的拠点ܗ੒

ϏジωスシϛϡϨーション研究拠点 ʢ国際社会Պ学研究Ӄʣ྄　　౻ࠤ ௒ॊೈな立体的業຿ωットϫーΫ構଄を࣋つϏ
ジωスのܦӦ戦略とΦϖϨーション
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　教育及び学術の実績に加え、産学連携の優劣が大学の価値を高めるための大きな要
件になっています。産学連携を通じたイノベーションに貢献することで、社会に新たな価
値をもたらしていく役割が、大学に強く求められているためです。
　こうした産学連携を基盤とするイノベーションを実現するには、その前提となる「質の
高い産学連携」、すなわち「企業が本気で取り組む産学連携」を構築しなければなりませ
ん。そこで横浜国立大学は、この度、神奈川県に研究拠点を有する企業等との連携強化
を目的に、全学的シンポジウムを開催することといたしました。
　シンポジウムでは、最初に、大学と企業の“本気の連携”を実現するための「横浜国立大
学の戦略」を説明します。次に、連携の土台となる「横浜国立大学の強み」として、ＩＣＴ、
人工知能、ロボット、そしてイノベーションに取り組む４つの研究拠点の活動を紹介しま
す。その上で、これらの研究拠点が中心となり“本気の産学連携”を構築するための具体
策を提言します。
　本学には、1000名近い留学生がキャンパスで学んでおり、300名前後の外国人研究
者が本学を訪問しています。このような高い国際性も活かして、実践的学術の国際拠点
としての研究発信にも力を入れています。本シンポジウムが、産学連携を通じたグローバ
ルなイノベーションを促進していく場となるよう、多くの皆様のご参加をお待ちしており
ます。

INTRODUCTION

長谷部 勇一
横浜国立大学　学長

〒240-8501　横浜市保土ケ谷区常盤台 79-5  共同研究推進センター棟
横浜国立大学  産学官連携推進部門  産学官連携支援室  TEL.045-339-4381
E-mail : cordec@ynu.ac.jp  URL : http://www.ripo.ynu.ac.jp/

お問い合わせ先

ＹＮＵ研究イノベーション・シンポジウム
の開催に寄せて

DEPARTMENT OF INDUSTRY -UNIVERSITY-
GOVERNMENT COLLABORATION産学官連携推進部門
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